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１ 調査目的 

京阪神都市圏では、昭和 45 年以来、4回のパーソントリップ調査（以下、ＰＴ調査）と３

回の物資流動調査等を実施し、総合的な交通体系のあり方について検討を行ってきた。平成

17～19 年度の３ヶ年には、京阪神都市圏の物流課題に対応するために必要なデータ収集を目

的とする物流関連調査および第 4 回ＰＴ調査の補完を目的として、休日観光等の交通に着目

した調査を実施し、調査データを用いた集計・分析・施策検討を実施する予定である。 

平成 18 年度は、３ヶ年の二年目として、①実態調査のファイル様式の整備、②基礎集計、

③調査課題に対応した現状分析、④調査課題に対応した施策検討、を行った。 

 

２ 調査フロー 

平成17年度

平成18年度

平成19年度

実態調査の企画と実施
＜物流関連調査＞
・物流基礎調査
　　（実態アンケート）
　　（意向アンケート）
・企業アンケート調査

＜ＰＴ補完関連調査＞
・回遊調査
・広域交通結節点調査

データ整備

2.基礎集計

都市交通施策の提案
・物流や観光等回遊行動などの
に関する施策提案
・平日のひとの動きや、物流・
観光等を考慮した総合都市交通
体系の提案

調査結果のＰＲ

確認集計

3.調査課題に対応した現
状分析

1.ファイル様式の整備

・拡大
・マスターファイルの作成　等

調査結果のＰＲ

・物流関連調査
・ＰＴ補完調査関連

4.調査課題に対応した施
策検討

施策の効果分析と施策内
容の見直し

＜物流関連調査＞
・物流拠点の立地
・荷さばき問題、環境問題等へ
の対応
・荷さばき
＜ＰＴ補完関連調査＞
・地域間回遊
・地区内回遊

平成15・16年度

調査課題の整理・
調査体系の検討
＜物流関連調査の課題＞
・物流拠点の立地
・貨物車の輸送ルート
＜ＰＴ補完関連調査の課題＞
・地域間回遊
・地区内回遊

 

中
間
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３ 調査圏域図 

調査圏域は、平成 17 年 10 月 1日現在の市町村合併状況を反映。 

 

 
注）平成17年10月１日現在（点線は調査対象を抽出した4月１日以降に合併した旧市町村） 

図 調査圏域図 
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４ 調査成果 

 

（1）調査の背景と目的 

京阪神都市圏では、昭和 45 年から平成 12 年までの 10 年間隔で４回のＰＴ調査を実施する

とともに、ＰＴ調査を基準年とした５年後には３回の物資流動調査等を実施して総合的な交通

体系のあり方について検討を行ってきた。平成 12 年に実施された第４回京阪神都市圏ＰＴ調

査においては、都市構造の変化、人口構成の変化、ライフスタイルの変化により都市交通が質

的に大きく変化している様が確認され、この変化に対応した総合的な都市交通体系のあり方に

ついて検討し、望ましい都市交通体系に向けた提案を行った。しかしながら、都市交通に対す

る要請が多様化してきている中で、ＰＴ調査による総合的な都市交通体系の検討に加えて、よ

り広範囲な検討が必要となってきている。 

以上の背景をもとに、京阪神都市圏交通計画協議会では、平成 12～14 年度の第 4 回ＰＴ調

査の５年後にあたる平成 17～19 年度の３ヶ年に京阪神都市圏の物流課題に対応するための施

策検討に必要なデータ収集を目的とする「物流関連調査」として、次の２種類の調査を実施す

るものとした。 

・現場レベルで物流活動を行う事業所の量的な物流実態と施策ニーズ等の質的な意向を把握

する「物流基礎調査」 

・物流の意志決定者であり、都市圏への物流に与える影響の大きい企業の物流効率化への取

り組み状況や施策ニーズを把握する「企業アンケート調査」 

また、第４回ＰＴ調査の補完を目的として、休日観光等の交通に着目した２種類の調査を実

施するものとした。 

・京阪神都市圏内の観光資源へのアクセス交通や観光資源周辺及び都市圏内の広域的回遊の

実態と問題点を把握する「回遊調査」 

・主に圏域外居住者の都市圏内での広域的回遊の実態や利用交通手段の問題点を把握する

「広域交通結節点調査」 

３ヶ年の二年目にあたる平成 18 年度は、平成 17年度に実施した実態調査結果を受けて、①

実態調査のファイル様式の整備、②基礎集計、③調査課題に対応した現状分析、④調査課題に

対応した施策検討、を行った。 
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（2）調査結果の概要 

1）実態調査のファイル様式の整備 

平成 17 年度内に、回収調査票に対して、回収時点検・バッチ作成、エディティング、コー

ディング、電算入力、マシンチェックを経てオリジナルファイルを整備した。平成 18 年度は

拡大や集計・分析に用いるための追加項目の付加等を行い、マスターファイルを整備した。 

 

オリジナルファイル

拡大の必要性の検討と実施

マスターファイルの追加項目の検討

ファイル様式の整備

マスターファイル

有効サンプルの定義

 

図 ファイル様式の整備の作業手順 

 

2）基礎集計 

京阪神都市圏における物資や貨物自動車の動き（物流関連調査）、休日の主に観光目的の人

の動き（ＰＴ補完関連調査）について、基礎的かつ重要な集計項目を検討・整理し、集計作業

を行った。その結果については、紙媒体の報告書として取りまとめるとともに、ＷＥＢ上で容

易に閲覧ができるシステムを構築した。 

（URL：http://www.keihanshin-pt.com/pt_h18/index.html） 

 

図 ＷＥＢ上で閲覧が可能な基礎集計結果の閲覧システム 
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3）調査課題に対応した現状分 

平成 19 年度に実施する都市交通施策の提案に向けて、調査課題に対応した種々の現状分

析を行った。以下に後の施策検討に関連する項目について分析例を示す。 

 

＜物流関連調査の現状分析の例＞ 

『機能別にみた事業所立地場所及び経年的な変化』 

• 事業所の開設年次別に三大市中心部との平均距離をみると、製造機能を主とする事
業所は物流機能を主とする事業所に比べて、遠い距離に立地。 

• 2000 年以降に立地した事業所は、それまでより三大市中心部に近い距離に立地。こ
の理由として、下請けや仕入れ先とのアクセス性の重要度が従来に比べて高まってい

ることや都市圏中心部の地代・賃料が妥当な価格となっている可能性が考えられる。 
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図 事業所機能別の三大市中心部との平均距離   図 開設年次別の事業所の立地理由 

注）各事業所から最も近い三大市中心部との直線距離から、平均距離を算出。左図の( )内は該当事業所数。 
 

『事業所の立地場所の問題点と新設・移転先に求める条件』 

• 事業所の現在の立地場所の問題点をみると、“用地・施設が手狭”と回答した事業
所が最も多く３割、“施設の老朽化”が２割を占めており、土地や施設に関わるもの

が問題視されていることがわかる。 

• 事業所の約１割、企業の約２割が物流施設等の新設・移転の意向を示しており、必
要な条件として、土地・施設に関わるものの他「高速道路へのアクセス性」が重要視

されている。 
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図 事業所の現在の立地場所の問題点   図 新設・移転先の立地条件の希望 
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『新設・移転の希望場所』 

• 都市圏内で事業所/企業の立地ニーズが多い地域としては、東大阪市、堺市、茨木
市、尼崎市などが挙げられる。 

• 堺市や尼崎市などでは既に工業団地等の用地や施設が整備されている。 
• これらの地域は、都心部に位置することから、新たな交通政策の検討が求められる。 
 

 

 

図 事業所・企業の新設・移転希望市区町村 
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『複合・物流施設の利用意向』 

• 事業所の１割、企業の２割が複合物流施設（ロジスティクスセンター）の必要性を
求めている。 

• その立地場所は、「名神高速道路沿線」または「大阪南港地区」へのニーズが最も
多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 複合物流施設の利用意向（左：事業所、右：企業） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 複合物流施設の整備希望場所（上：事業所、下：企業） 
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＜ＰＴ補完関連調査の現状分析の例＞ 

『近畿外からの公共交通利用者の動き』 

• 近畿外からの新幹線・航空機による来訪者の都市圏内での動きをみると、京都市・
大阪市・神戸市・奈良県内々のゾーンでの動きが多い。特に京都市内々のトリップは

全体の４割を占める。 

• ＯＤでみると京都市～大阪市間、京都市～奈良県北部間のトリップが多い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 公共交通（新幹線・航空機）利用者の京阪神都市圏内での動き（都市圏外居住者） 

 

『近畿外からの公共交通利用による来訪者の立ち寄り先・箇所数』 

• 新幹線・航空機を利用した近畿外からの来訪者の主な立ち寄り施設（上位３箇所）
は、下表のようになっている。 

• また、京都市・大阪市・神戸市・奈良県内の動きの中では、京都市の立ち寄り箇所
数が 3.5 箇所/人・日で最も多くなっている。 

表 新幹線駅・空港からの立ち寄り箇所 
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滋賀県南部

滋賀県中部

南丹

京都府南部

京都市

北大阪

東部大阪

南河内

泉州

大阪市

堺市

阪神臨海

阪神内陸

東播

淡路

神戸市

奈良県北部

奈良県南部

和歌山県西部

和歌山県東部

単位（百トリップ／日）

2.4
3.3
3.6

2.8
3.5

3.1
2.1
2.3

3.6
2.9
2.9
3.0

2.2
2.3
2.1

2.9
2.8
2.6

2.3
3.0
3.0

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0

滋賀県南部

滋賀県中部

南丹

京都府南部

京都市

北大阪

東部大阪

南河内

泉州

大阪市

堺市

阪神臨海

阪神内陸

東播

淡路

神戸市

奈良県北部

奈良県南部

和歌山県西部

和歌山県東部

単位（箇所／人・日）

 

図 地域別平均立ち寄り箇所数（近畿外居住者） 

都市圏計 

京都駅 ﾄﾘｯﾌﾟ数
奈良県　奈良国立博物館 4,250
京都市　清水寺 2,727
京都市　京都駅ビル 2,664

新大阪駅 ﾄﾘｯﾌﾟ数
大阪市　ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｽﾀｼﾞｵｼﾞｬﾊﾟﾝ(USJ) 1,897
奈良県　奈良国立博物館 1,531
兵庫県　宝塚大劇場 1,125

新神戸駅 ﾄﾘｯﾌﾟ数
神戸市　北野異人館街 644
神戸市　南京町(神戸中華街) 470
神戸市　ﾊｰﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ(ﾓｻﾞｲｸ･ｷｬﾅﾙｶﾞｰﾃﾞﾝ) 404

関西国際空港 ﾄﾘｯﾌﾟ数
大阪市　ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｽﾀｼﾞｵｼﾞｬﾊﾟﾝ(USJ) 439
京都市　清水寺 334
京都市　嵐山 265

大阪国際空港 ﾄﾘｯﾌﾟ数
京都市　嵐山 1,343
京都市　清水寺 930
大阪市　ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｽﾀｼﾞｵｼﾞｬﾊﾟﾝ(USJ) 904

新幹線駅

空　港
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『居住地別の立ち寄り地域数・施設数の違い』 

• 近畿内居住者の回遊は、居住地域内および一地域の回遊が９割以上を占めている。 
• 近畿外居住者の回遊は、2 地域以上の回遊が半数を占め、また、1 地域あたりの立
ち寄り箇所数も多いことから、より広い範囲の回遊を行っていることが分かる。 
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図 居住地別の立ち寄り地域        図 居住地別の立ち寄り施設数 

 

 

『個人属性別の観光地へのアクセス交通手段の特性』 

• 性別では女性は男性に比べて自動車の利用割合が低く、その分鉄道や路線バスの利
用割合が高い。 

• 年齢別に見ると、年齢が高まるにつれ、自動車の利用割合は低下し、公共交通の利
用が増えている。 

• 性別や年齢等の個人属性によって、観光目的での移動における利用交通手段の特性
が異なることを踏まえた乗り継ぎ利便性の向上や案内表示の充実、特に高齢者の来訪

が多い施設ではバリアフリー等の対策が必要と考えられる。 
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図 性年齢階層別アクセス代表交通手段分担率 
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4）調査課題に対応した施策検討 

現状分析結果を受けて、平成 19 年度に実施する都市交通施策の提案に向けた検討の方向性

を整理した。 

『物流関連調査の施策検討イメージ』 

• 京阪神都市圏の物流課題に対応するための「京阪神都市圏物流ビジョン：（仮）京
阪神都市圏の持続可能な発展を支える物流システム」を提案する。 

• ビジョンに示す施策（案）として、経済・社会・環境の３つの視点と国際物流・都
市物流・端末物流の３つの物流領域と関連づけて施策を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 物流ビジョンのイメージ 

 

『ＰＴ補完関連調査の施策検討イメージ』 

• 京阪神都市圏全体の観光振興とそれを支える交通体系整備の実現に向けて、施策目
標を以下のとおりに設定し施策の検討を行う。 

地域間回遊：「①地域間の広域的連携」「②地域資源へのアクセス交通の円滑化」

地区内回遊：「 ①まち歩きができる空間整備」「 ②地域資源を抽出し、それらの

点をつなぎ、回遊させる仕組みづくり」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ＰＴ補完関連調査の施策検討イメージ 
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